
石狩管内の総面積は 3,540.06 ㎢で、鳥取県とほぼ同じ面積です。中央部は、日本三大河川の一つで
ある石狩川が東西に走り、その流域には広大かつ肥沃な石狩平野が広がっています。管内の人口は、令
和２年の国勢調査では2,396,732人で、全道の約46％を占めています。

北海道の中枢機能を備える道都札幌市を中心に大都市圏を形成しています。一方で管内は森林、山岳
、湖沼、海岸線、高山植物など自然美に富んだ景勝地が多く、これらの多くは支笏洞爺国立公園や、暑
寒別天売焼尻国定公園、道立自然公園野幌森林公園に指定されています。
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障がい者の生涯学習支援活動【石狩管内（北広島市）】

障がい者の生涯学習推進コンソーシアム

コンソーシアムには

「規約・会則」がない
⇒構成員をあらかじめ指定していないため、団体の
新規参画も容易

⇒予算付けはないが、その分自由度が高い

【成果①】市民の障がい者への理解と共生社会の実現に向け、関係

機関・団体や高等教育機関との連携によるあらたな事業の展開が成さ
れた。

【成果②】障がい者の地域とのつながりの強化、障がい者の生涯学

習機会の創出など共生社会の実現に向け、いかに誰でも参加できる
かについて、方法や周知の仕方について検討できた。

【成果③】事業推進のための社会教育主事のネットワーク形成能力、

関係団体との調整力、説明力等、資質・能力の向上が図られた。

コンソーシアム設置当初（Ｒ２～Ｒ４） 現在のコンソーシアム（Ｒ５～現名称に変更）

【成果】コンソーシアムの継続により、団体

間の情報共有や障がい者等の状況及び
ニーズの把握が容易になっている。

【課題】障がい者等の生涯学習に寄与で

きているか、測定する評価指標がない。

【今後】関係者は「歳を取れば皆障がい者

」と話す。障がいの有無に関わらず、事業
に参加していいと思ってもらえるよう、細く長く
続けていきたい。

事業
終了後

（北広島市担当者より）

（北広島市担当者より）



コンソーシアム参画団体の取組（～Ｒ７）

いんくるーむ
ボッチャやモルック、フ
ロアカーリング、トリコ
ロキューブなどのスポー
ツを誰でも楽しむことが
できる。
※わくわくピース総合型クラ
ブ
＋社会教育課

みんなのスポーツフェスタ（2022年）
障がいの有無に関係なく、だれもができるアダプテッド
・スポーツや、視覚障がいのある方でも描けるアートを
みんなで体験し、障がい理解の促進を図る障がい者の学
び・体験推進事業を実施している。※社会教育課

ENJOYボッチャ！inさんぽま
ち
北広島団地地区内の各施設に
おいて、ボッチャを無料で自
由に楽しむ場を設置。健康づ
くりや家族、友人との交流を
目指し、11月には市内ボッチ
ャ大会を予定している。
※社会教育課・スポーツ振興課

シャベル☆きたひろ
学びを通したひとづくり・まちづくりを進める公
民館事業の講座に、新たなスポーツスタイルの提
案として、eスポーツ講座を開催している。
※社会教育課

北広島ボッチャファミリーカップ
チャレンジ・アダプテッド・スポーツ
子どもから大人まで、スポーツの得意不得意にかかわら
ず楽しむことができる「ボッチャ」の市内大会を実施し
ている。会場ではチャレンジ・アダプテッド・スポーツ
として、リアルボッチャ交流戦のほか、車いすスポーツ
などの体験を実施してる。※社会教育課

ぼっちゃ交流大会きたひろＣＵＰ
コンソーシアム参画団体を含む実行委員会主
催のボッチャ大会。ボッチャをとおし、他世
代が交流する場を作っている。
※北ひろしま福祉会、北海長正会など

だれでもスポーツフェスティバル
北広島市スポーツ推進委員がすべての人が気
軽に楽しむことができるスポーツ体験イベン
トを主催している。
東部アダプテッド・スポーツ体験会
関係者が生涯学習振興会事業でも、アダプテ
ッド・スポーツ体験会を実施している。

白樺高等養護学校
生徒が地域をフィールドに、制作物の販売や寄贈、清掃活
動、除雪活動、市内イベントにおける太鼓部の演奏を行っ
ている。また、「地域貢献」と「自他理解」をテーマにし
た探究活動等、学びの発信のみならず、地域課題の解決に
向けて行動し、地域に貢献している。

星槎道都大学
地域の老人クラブがなくなった後、地域の事業所とともに
大学でも月１回高齢者の集まる場を作ろうと、ふらっと来
れる「ふらっとカフェ」を立ち上げ、地域の複数の事業所
とともに運営を行っている。

北海道教育大学岩見沢校
アダプテッド・スポーツやeスポーツの実施に係る協力な
どの支援を行っている。

ボランティアセンター交流会・学習会つなぐ
ボランティア活動に係る知識の再確認や、人
のつながる場づくりを進めており、地域での
アダプテッド・スポーツ講習会や学校の授業
において福祉体験等を実施している。
※社会福祉協議会

親子だけではできない体験の充実
創立50年と歴史は長く、現在は「余暇支援活動」「社会
見学・研修会」「新年会」等を実施している。障がいを
もつ人たちに、充実した教育の場・生活の場・働く場を
増やしたいという親の願いや、もてる力を十分に発揮し
、生活できるようになる理念の基、活動を続けている。
※北広島市しょうがい児者を持つ親の会


